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１ 医師養成に係るワーキングチームの概要 

 

（１） 目的 

日本専門医機構の意向を踏まえ、医師の養成課程に関する課題の解決に向け、各

都道府県の意見を集約し、国及び関係機関との調整を行うため、全国知事会社会保

障常任委員会に「医師養成に係るワーキングチーム」を設置する。なお、当ワーキ

ングチームに幹事会（事務方の実務担当者）を設置する。 

 

※参考（設置経緯） 
今年度４月に、（一社）日本専門医機構の寺本理事長と同機構の理事である村井宮城県知事及び

社会保障常任委員会委員長の平井鳥取県知事が意見交換を行い、全国知事会と専門医機構で医師養

成に関する課題等について定期的な意見交換を行うことで合意。 

 

（２） 構成員等 

構成員 ：３７都道府県知事（別紙一覧のとおり） 

準構成員：一般社団法人日本専門医機構  

※検討項目「専門医制度の運用」のみ 

 

※オブザーバー（国の関係省庁） 

・厚生労働省 

・総務省 

 

※幹事会 

 構成員：２４都府県の実務担当者（別紙一覧のとおり） 
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２ 検討項目（案） 

 

（１） 専門医制度の運用について 

① 専門医の地域医療への従事及び職場復帰等 

② 専攻医募集定員シーリング 

（２） 臨床研修制度のあり方について 

臨床研修医募集定員上限の算定方法、地域医療研修期間 

（３） 医学部定員のあり方について 

臨時定員増（地域枠）、恒久定員 

 

 

３ 検討スケジュール 

 

１月 28日 第１回ワーキングチーム会議 

（議題）・専門医の地域医療への従事及び職場復帰等について 

４月    第２回ワーキングチーム会議 

（開催予定） （議題）・専門医の地域医療への従事及び職場復帰等について 

・国への要望事項の取りまとめ 

９月以降  第３回ワーキングチーム会議 

（議題）・専攻医募集定員シーリング 

・臨床研修制度のあり方 

・医学部定員のあり方 

 

※なお、幹事会については、ワーキングチーム会議に合わせ開催し、ワーキングチームに

向けた資料調整や意見整理を行う。 
 



[別紙]

R3.12.23

幹 事 会

1 北 海 道 知 事 鈴 木 直 道

2 秋 田 県 知 事 佐 竹 敬 久

3 岩 手 県 知 事 達 増 拓 也 〇

4 山 形 県 知 事 吉 村 美 栄 子

5 宮 城 県 知 事 村 井 嘉 浩 〇

6 福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 〇

7 新 潟 県 知 事 花 角 英 世 〇

8 群 馬 県 知 事 山 本 一 太

9 栃 木 県 知 事 福 田 富 一 〇

10 茨 城 県 知 事 大 井 川 和 彦 〇

11 埼 玉 県 知 事 大 野 元 裕

12 千 葉 県 知 事 熊 谷 俊 人 〇

13 東 京 都 知 事 小 池 百 合 子 〇

14 神 奈 川 県 知 事 黒 岩 祐 治 〇

15 静 岡 県 知 事 川 勝 平 太 〇

16 長 野 県 知 事 阿 部 守 一 〇

17 富 山 県 知 事 新 田 八 朗

18 石 川 県 知 事 谷 本 正 憲

19 愛 知 県 知 事 大 村 秀 章 〇

20 福 井 県 知 事 杉 本 達 治 〇

21 滋 賀 県 知 事 三 日 月 大 造 〇

22 京 都 府 知 事 西 脇 隆 俊 〇

23 大 阪 府 知 事 吉 村 洋 文 〇

24 奈 良 県 知 事 荒 井 正 吾 〇

25 和 歌 山 県 知 事 仁 坂 吉 伸 〇

26 兵 庫 県 知 事 齋 藤 元 彦 〇

27 鳥 取 県 知 事 平 井 伸 治 〇

28 岡 山 県 知 事 伊 原 木 隆 太 〇

29 島 根 県 知 事 丸 山 達 也

30 山 口 県 知 事 村 岡 嗣 政

31 香 川 県 知 事 浜 田 恵 造 〇

32 徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門 〇

33 愛 媛 県 知 事 中 村 時 広

34 高 知 県 知 事 濵 田 省 司 〇

35 福 岡 県 知 事 服 部 誠 太 郎

36 佐 賀 県 知 事 山 口 祥 義

37 宮 崎 県 知 事 河 野 俊 嗣

医師養成に係るWT　構成員等名簿

構　　成　　員

準構成員：一般社団法人日本専門医機構　寺本理事長　※検討項目「専門医制度の運用」のみ

※オブザーバー

　・厚生労働省

　・総務省
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